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１．目的 
新しい商品を考えることは難しいことである。そこ

で商品のアイデアを考える際に少しでも手助けに

なる支援法の実現を目指す。ここでは「なぞかけ」

を用いて商品のアイデアを考える。「なぞかけ」とは

寄席の大喜利などで行われる余興の一種で、与え

られたお題 ○○ に対して 

 

○○とかけて××と解く、その心はどちらも□□ 

 

の形式で回答する。○○と××という一見なんの

関係もなさそうなものに共通点として□□がある点

を指摘することによって、人々は新鮮な刺激を感じ

それが笑いに繋がっていくわけである。 

 そこで商品企画の際にその商品に関係した単語

「○○」に対し、なぞかけの形式で無関係そうな

「××」や意外な関連性「□□」を提示すれば、斬

新かつ柔軟な発想を支援できるのではないかと考

えた。 

 

２．提案手法 
コンピュータにより自動的に「なぞかけ」を生成す

る手法として以下を考案した。 
1) 商品に関係した単語ｗ１を入力する 
2) 単語ｗ１の意味的な分類（概念）ｇ１を調べる 
3) 概念ｇ１を持つ単語と共に使われる（共起する）

ことの多い動詞ｖ１を調べる 
4) 動詞ｖ１と同じ読みを持つ動詞ｖ２を探す 
5) 動詞ｖ２と共起する単語の概念ｇ２を調べる 
6) 概念ｇ２を持つ単語ｗ２を調べる 
7) 以上から以下のなぞかけパターンを生成する 
 
ｗ１とかけて ｗ２と解く、その心はどちらも ｖ１(読み) 

 
例えば炊飯器の商品企画においては 
「炊飯器 とかけて フラッシュ と解く、 

その心はどちらも たく（炊く・焚く）」 
―――――――――――――――――――― 
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等の出力を得る。これによって、ハロゲン光を使っ

た炊飯器や炊き上がり状況の撮影機能などの新し

いアイデア、あるいは「光速の炊飯」「ピカッとお知

らせ」などの宣伝キャッチコピー等の発想を支援す

ることが出来ると期待される。 
 
３．システム実現に向けた検討 

提案手法を具体的に実現するため、以下のよう

なシステム検討およびデータ構築を行った。 
なお本手法では、単語の意味分類、および動詞

の共起データとして、以下のような EDR 概念辞書

[1] の概念見出し辞書Ｄ1 と概念体系辞書Ｄ2、
EDR 共起辞書の日本語動詞共起パターン副辞書

Ｄ3 を使用している。 

 

【辞書Ｄ1 】 見出し単語 約 41 万語を意味で

分類し、概念識別子という 16 進数の数字を

割り振ったもの。 

【辞書Ｄ2 】概念識別子の上位－下位の関係を

木構造で記述したもの。 

【辞書Ｄ3 】ある動詞と共起する単語パターン

（共起パターン）約 1万４千の例についてそ

の単語の概念識別子を記述したもの。 

 

 これらの辞書データを利用して、前述の各手順

に従って以下のようにシステムを構築した。 
 
手順 2)  辞書Ｄ1 を用い、単語 w1 の概念 g1

を探す。 
手順 3)  辞書Ｄ3 を用い、概念 g1 と共起する

動詞 v1 を探す。 
  ただし、そのままでは該当する動詞が見つ

からない場合が多いので、辞書Ｄ2 を用い、

概念 g1 の上位概念 g3 やさらに上位の概念

g4 も探すように改善した。 
手順 4)  辞書Ｄ3 を用い、動詞 v1 と同じ読み

を持つ動詞 v2 を探す。 
手順 5)  手順 3) と同様に共起する概念を探す。 
手順 6)  手順 2) と同様に概念を探す。 
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４．評価実験と考察 
 以上のシステムを使って「なぞかけ」の生成

を行ったところ、例えば 
「炊飯器とかけてオーブンレンジと解く、 

     その心はどちらも温める」 
といった「当たり前」のような出力や、意味が

よくわからないもの、そもそも「なぞかけ」が

生成できない等の場合が多く、発想支援を行う

にはまだ十分でない結果となった。これは主に

以下が原因と思われる。 
まず手順 4)で探す同じ読みの動詞が意外に

少なく、違う動詞 v2 が見つからずに同じ動詞

を使う場合が多い。また EDR 概念辞書には（辞

書と言うだけに）普段使わないような難しい言

葉が多く、なぞかけとして意味が解りづらくな

っている。さらに、概念の意味分類が大まか過

ぎるため、元の単語との関連性が分かりにくく

なってしまう、等が問題であった。 
 
５．今後 
 具体的なシステムとしての実現は不十分だ
ったものの、原理的には「なぞかけ」を生成

できる見通しが得られた。今後は「同じ読み」
の判定をダジャレ的に緩和して、より多くの
概念を候補とすることや、概念の木構造のよ
り柔軟な探索、難しい単語の易しい単語への
置換え等を検討していきたい。 
 また「なぞかけ」の生成パターンをもっと
増やして、様々な状況で発想支援が出来るよ
うに工夫したいと思う。 
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図１ システムの動作概要 
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